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設計業務

新本庁舎建設構想発表

※バリアフリー…日常生活を営む
うえで妨げとなるあらゆる障壁（バ
リア）を除去すること

目標を達成するため
の活動指標（全体目
標を達成するために
個別に実施する項

目）
（何をどれだけやる

のか）

活動指標名 目標値 定義・算定式
行程表（いつまでにやるのか）

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

外部を含めた建設に係る協議

０５９５－２２－９６１０

対象等（なにが、だ
れが）

伊賀市本庁舎を訪れる方及び利用する方

財政効果額（千円）
（いくら削減されるの
か、いくら収入増とな

るのか）

【金　額】

【算定根拠】
※本事業による直接の効果額や
削減額は算定できない。

成果（対象がどうなる
のか）

安全で分かりやすく利用しやすい庁舎が建設される。

実施する内容・目標
数値

（対象を成果の状態
にするために、何を、
いつまでに、どのよう

にやるのか）

【実施内容】
庁舎建設に係る内外の協議を行い、建設計画を発表する。
【目標数値】
　《最終目標》新庁舎構想を発表する。
　《平成２０年度の目標》外部を含めた建設に係る協議を行う。
　《平成２１年度の目標》新本庁舎構想を発表する。
【目標の客観的な説明】
合併協定書では、「将来は、総合的な視点から新たな設置について検討する。」としていること
や、耐震強度が不足しており有事の際の拠点として機能しない等の問題がある。

特記事項

4

現状、問題点、必要
性

（なぜやるのか）

【現　状】
伊賀市の新本庁舎建設については、内部の検討委員会の答申や議会での調査研究等が行わ
れており、その必要性も認識されている。
【問題点、必要性】
現在の本庁舎は築後４０年以上が経過し、耐震性やバリアフリーへの配慮等課題を抱えてい
る。
【現状の客観的な説明】
合併協定書において、新市の事務所の位置は当面の間旧上野市庁舎に置くとし、将来は総合
的な視点から新たな位置について検討するとしている。
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